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消
防
団
任
命
式

　
４
月
１
日
、
五
霞
町
消
防
団
員
の

任
命
書
及
び
辞
令
の
交
付
式
が
五
霞

町
役
場
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
団
は
、
地
域
住
民
の
生
命
・

身
体
及
び
財
産
を
火
災
等
の
災
害
か

ら
守
る
と
共
に
、
水
害
や
地
震
等
の

災
害
防
御
、
被
害
軽
減
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
精
神
を
も
っ
て
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。

消
防
団
長
に
松
本
明
夫
氏
が
再
任
さ

れ
ま
し
た

　
五
霞
町
消
防
団
長
と
し
て
３
期
（
12

年
）
務
め
て
こ
ら
れ
た
松
本
明
夫
消
防

団
長
の
任
期
が
満
了
し
、
新
た
に
４
月

か
ら
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
厚
い
人
望
と
高
い
経
験
値
を
生
か

し
、
五
霞
町
消
防
団
の
指
揮
統
制
と

町
民
の
安
全
確
保
に
、
引
き
続
き
ご

尽
力
い
た
だ
き
ま
す
。

本
部
役
員
、
分
団
役
員
、
新
入
団
員

を
紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
）

○
本
部
役
員

　
団
　
　
長	

松
本
　
明
夫

　
副  

団  

長	

内
田
　
一
利

　
　  

〃
　	

栗
原
　
　
浩

　
指  

導  

員	

柴
田
　
　
浩

　
　  

〃
　	

栗
原
　
　
勉

○
分
団
役
員

・
第
１
分
団

　
分  

団  

長	

藤
沼
　
勇
人

　
副
分
団
長	

吉
田
　
政
史

　
部
　
　
長	

斉
木
　
知
輝

　
　  

〃
　	

大
木
　
靖
也

　
班
　
　
長	

藤
沼
　
知
明

　
　  

〃
　	

篠
崎
　
紀
大

　
　  

〃
　	

吉
田
　
亨
平

　
　  

〃
　	

知
久
　
裕
充

・
第
２
分
団

　
分  

団  

長	

岩
井
　
朋
章

　
副
分
団
長	

竹
内
　
真
人

　
部
　
　
長	

石
塚
　
崇
史

　
　  

〃
　	

鈴
木
　
大
地

　
班
　
　
長	

今
出
川
信
幸

　
　  

〃
　	

山
中
　
明
成

　
　  

〃
　	

酒
匂
　
和
哉

　
　  

〃
　	

三
浦
　
拓
馬

・
第
３
分
団

　
分  

団  

長	

増
山
　
雄
斗

　
副
分
団
長	

増
山
　
大
介

　
部
　
　
長	

影
山
　
敬
紀

　
　  

〃
　	

鳩
貝
　
　
聡

　
班
　
　
長	

下
田
　
裕
太

　
　  

〃
　	

栗
原
　
和
希

　
　  

〃
　	

園
田
　
弘
嗣

　
　  

〃
　	

鳩
貝
　
優
弥

・
第
４
分
団

　
分  

団  

長	

飯
原
　
一
真

　
副
分
団
長	

鈴
木
　
良
丈

　
部
　
　
長	

鈴
木
　
啓
介

　
　  

〃
　	

知
久
　
純
一

　
班
　
　
長	

渡
辺
　
龍
一

　
　  

〃
　	

堀
越
　
悠
哉

　
　  

〃
　	

山
下
賢
太
郎

　
　  

〃
　	

山
下
　
流
勢

○
新
入
団
員

　
第
２
分
団	

池
田
　
　
岳

　
第
３
分
団	

石
塚
　
久
夫

　
　  

〃
　	

田
所
　
慎
吾

　
　  

〃
　	

宇
田
川
俊
太

　
　  

〃
　	

篠
崎
　
隆
介

　
　  

〃
　	

尾
白
　
拓
也

　
第
４
分
団	

宮
田
　
諒
一

○
住
宅
火
災
の
状
況
（
以
下
消
防
庁
に

　
よ
る
令
和
２
年
中
の
デ
ー
タ
）

・
全
て
の
火
災
件
数
の
う
ち
、
住
宅
火

災
の
件
数
は
約
３
割

・
全
て
の
火
災
に
よ
る
死
者
の
う
ち
、

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
は
約
７
割

・
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
約
７
割
が

65
歳
以
上
の
高
齢
者

○
住
宅
火
災
の
出
火
原
因

・
出
火
件
数
の
最
多
は
、
こ
ん
ろ
が
起

因
す
る
火
災

・
死
者
数
が
多
い
火
災
原
因
順

　
た
ば
こ
、
ス
ト
ー
ブ
、
放
火
、
電
灯

や
電
話
等
の
配
線
、
配
線
器
具

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
必
要
性

　
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
多
く
は
、

就
寝
時
間
帯
に
お
け
る
火
災
か
ら
の

逃
げ
遅
れ
で
す
。
死
亡
事
故
を
防
ぐ
た

め
、
住
宅
の
適
切
な
箇
所
（
寝
室
、
寝

室
に
通
じ
る
階
段
等
）
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

※
全
て
の
住
宅
に
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
効
果

  

（
消
防
庁
統
計
デ
ー
タ
か
ら
）

・
死
者
数
及
び
焼
損
面
積
　
半
減

・
損
害
額
　
約
４
割
減

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
交
換
の
勧
め

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
古
く
な
る

と
電
池
や
電
子
機
器
の
劣
化
が
生
じ
ま

す
。
設
置
か
ら
10
年
を
目
安
に
交
換
し

ま
し
ょ
う
。

○お問い合わせ○お問い合わせ　生活安全課　防災Ｇ　☎（84）3618（直通）　生活安全課　防災Ｇ　☎（84）3618（直通）

住宅用火災警報器を住宅用火災警報器を
設置しましょう設置しましょう

消防団長
松本　明夫 氏


